
(57)【要約】

【課題】ＬＥＤ照明部を有する異なる光学アダプタを着

脱自在に装着でき、かつ最適な駆動条件で該ＬＥＤ照明

部を駆動する。

【解決手段】光学アダプタ５の白色ＬＥＤ部１０はｎ直

列ｍ並列のマトリックス構成Ｄ（ｎＳ，ｍＰ）からなる

複数のＬＥＤ素子と、白色ＬＥＤ部１０の種別を識別す

るための識別抵抗Ｒnmを有して構成される。内視鏡部４

の操作部７内には、白色ＬＥＤ部１０を駆動するための

ＬＥＤ駆動部３１が設けられ、該ＬＥＤ駆動部３１は、

ＬＥＤ駆動回路３２及びＶＲ部３３とから構成される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 腔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、
　 Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 か ら な る 照 明 手 段 を 有 す る 前 記 挿 入 部 の 先 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 光
学 ア ダ プ タ と 、
　 前 記 照 明 手 段 に よ り 照 明 さ れ た 被 検 体 を 撮 像 す る 撮 像 手 段 と 、
　 前 記 照 明 手 段 を 駆 動 す る 照 明 駆 動 手 段 と 、
　 前 記 照 明 駆 動 手 段 の 駆 動 条 件 を 調 整 す る 駆 動 調 整 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 照 明 手 段 は 、 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 か ら な る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 照 明 駆 動 手 段 は 、 定 電 圧 回 路 及 び 定 電 流 回 路 よ り 構 成 さ れ る 。
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 駆 動 調 整 手 段 は 、 前 記 定 電 圧 回 路 ま た は 前 記 定 電 流 回 路 の 少 な く と も 一 方 の 出 力 値
を 前 記 駆 動 条 件 と し て 調 整 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 照 明 駆 動 手 段 は 、 前 記 挿 入 部 内 に 配 置 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 照 明 駆 動 手 段 は 、 前 記 挿 入 部 に 設 け ら れ た 操 作 部 内 に 配 置 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 照 明 駆 動 手 段 は 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 部 内 に 配 置 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 照 明 駆 動 手 段 は 、
　 前 記 撮 像 手 段 か ら の 撮 像 信 号 を 信 号 処 理 す る 信 号 処 理 装 置 と 接 続 可 能 で 、 前 記 挿 入 部 の
基 端 に 設 け ら れ た コ ネ ク タ 部 内 に 配 置 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 照 明 駆 動 手 段 は 、 前 記 光 学 ア ダ プ タ 内 に 配 置 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 照 明 手 段 の 前 記 Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 の 構 成 種 別 を 識 別 す る 識 別 手 段 と 、
　 前 記 識 別 手 段 の 識 別 結 果 に 基 づ き 、 前 記 駆 動 調 整 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と
　 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ９ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 管 腔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 の 先 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 可 能 に 構 成 さ れ 、
　 Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 か ら な る 照 明 手 段 と 、 前 記 照 明 手 段 を 駆 動 す る 照 明 駆 動 手 段 と 、 前 記 照
明 駆 動 手 段 の 駆 動 条 件 を 調 整 す る 駆 動 調 整 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 光 学 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 管 腔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、 Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 か ら な る 照 明 手 段 を 有 す る 前 記 挿 入 部 の 先
端 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 光 学 ア ダ プ タ と 、 前 記 照 明 手 段 に よ り 照 明 さ れ た 被 検 体 を 撮 像
す る 撮 像 手 段 と 、 前 記 照 明 手 段 を 駆 動 す る 照 明 駆 動 手 段 と 、 前 記 照 明 駆 動 手 段 の 駆 動 条 件
を 調 整 す る 駆 動 調 整 手 段 と を 有 す る 電 子 内 視 鏡 と 、
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　 前 記 撮 像 手 段 か ら の 撮 像 信 号 を 信 号 処 理 し て 内 視 鏡 画 像 を 生 成 す る 信 号 処 理 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も 照 明 光 源 部 を ア ダ プ タ に 備 え 、 こ の ア ダ プ タ を 挿 入 部 の 先 端 部 に
装 着 し て 構 成 さ れ る 電 子 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 体 腔 内 に 細 長 の 挿 入 部 を 挿 入 す る こ と に よ り 、 体 腔 内 臓 器 等 を 観 察 し た り 、 必 要
に 応 じ 処 置 具 チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 し た 処 置 具 を 用 い て 各 種 治 療 処 置 の で き る 内 視 鏡 が 広 く
利 用 さ れ て い る 。 ま た 、 工 業 用 分 野 に お い て も 、 ボ イ ラ 、 タ ー ビ ン 、 エ ン ジ ン 、 化 学 プ ラ
ン ト 等 の 内 部 の 傷 、 腐 食 等 の 観 察 、 検 査 に 工 業 用 内 視 鏡 が 広 く 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の よ う に 使 用 さ れ る 内 視 鏡 に は 挿 入 部 の 先 端 部 に 光 学 像 を 画 像 信 号 に 光 電 変 換 す る
Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 を 配 設 し た 電 子 内 視 鏡 （ 以 下 内 視 鏡 と 略 記 す る ） が あ る 。 こ の 内 視
鏡 で は 、 前 記 撮 像 素 子 に 結 像 し た 観 察 像 の 画 像 信 号 を 外 部 装 置 で あ る カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル
ユ ニ ッ ト （ 以 下 Ｃ Ｃ Ｕ と 略 記 す る ） の 信 号 処 理 部 に 伝 達 し て 映 像 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ 画
面 上 に 内 視 鏡 画 像 を 表 示 さ せ て 観 察 を 行 う 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 工 業 用 の 内 視 鏡 で は 、 観 察 対 象 と な る 配 管 等 の 径 寸 法 が 太 い も の か ら 細 い も の ま
で 様 々 あ る の で 、 径 寸 法 の 違 い や 検 査 目 的 に 対 応 さ せ る た め 内 視 鏡 先 端 部 に 交 換 可 能 に 取
り 付 け る 光 学 ア ダ プ タ を 種 々 用 意 し て 様 々 な 検 査 に 対 応 す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ １ ７ ７ ７ 号 公 報 で は 、 撮 像 素 子 及 び 照 明 用 Ｌ Ｅ Ｄ を 備 え た 撮 像
ア ダ プ タ が 先 端 部 に 着 脱 自 在 な 挿 入 部 の 基 端 部 に 撮 像 素 子 か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 を 表 示
手 段 に 出 力 す る た め の 映 像 出 力 端 子 部 及 び 照 明 用 Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 す る 電 流 値 を 制 限 す る た め
の 電 流 制 限 回 路 を 備 え た 操 作 部 を 有 す る 電 子 内 視 鏡 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 従 来 の 工 業 用 の 内 視 鏡 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 の 一 例 を 図 １ ２ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 従 来 の 工 業 用 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 細 長 で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入
部 を 備 え 、 先 端 内 に 撮 像 素 子 と し て Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ６ を 設 け た 内 視 鏡 １ ０ １ と 、 該 内 視 鏡 １ ０
１ の 先 端 に 着 脱 自 在 に 設 け ら れ る 照 明 部 と し て 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ を 内 蔵 し た 光 学 ア ダ プ
タ １ ０ ２ と 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ を 駆 動 し 、 ま た Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ６ か ら の 出 力 信 号 を 信 号 処 理
し て 映 像 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ １ １ ０ に 内 視 鏡 画 像 を 表 示 さ せ る 装 置 本 体 部 １ ０ ３ と か ら
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 光 学 ア ダ プ タ １ ０ ２ は 、 上 記 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ の 他 に 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ か ら の 照
明 光 が 照 射 さ れ た 被 写 体 の 像 を Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ６ の 撮 像 面 に 結 像 さ せ る 対 物 光 学 系 １ ０ ５ 及 び
光 学 ア ダ プ タ １ ０ ２ の 種 別 を 識 別 す る た め の 識 別 抵 抗 Ｒ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 部 １ ０ ３ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ６ を 駆 動 す る Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ １ ０ ９ 、 Ｃ Ｃ Ｄ １
０ ６ か ら の 出 力 信 号 を 信 号 処 理 し モ ニ タ １ １ ０ に ビ デ オ 信 号 を 出 力 す る 映 像 信 号 処 理 回 路
１ １ １ 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ を 駆 動 す る Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 １ １ ５ 等 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 装 置 本 体 部 １ ０ ３ で は 、 識 別 抵 抗 Ｒ １ を Ｉ Ｄ 検 知 部 １ １ ２ で 検 知 し 、 該 検 知 信 号 に よ り
Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ３ が 光 学 ア ダ プ タ １ ０ ２ の 種 別 、 す な わ ち 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ の 種 別 を 識 別
す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ は 、 後 述 す る よ う に 光 学 ア ダ プ タ １ ０
２ 毎 に 異 な る 構 成 と す る こ と が 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ３ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ １ ４ に 予 め 格 納 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 、 Ｃ
Ｃ Ｄ ド ラ イ バ １ ０ ９ 、 映 像 信 号 処 理 回 路 １ １ １ 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 １ １ ５ 等 の 装 置 内 部 の 各
回 路 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 部 １ ０ ３ は 、 バ ッ テ リ １ ０ ７ に よ り 電 力 が 供 給 さ れ 、 電 源 部 １ ０ ８ に よ
り 装 置 内 に 回 路 電 圧 Ｖ ｄ ｄ の 電 力 が 生 成 さ れ る こ と で 、 装 置 本 体 部 １ ０ ３ は 可 搬 な 装 置 と
し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 装 置 本 体 部 １ ０ ３ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ３ が メ モ リ カ ー ド １ １ ６ 及 び パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） １ １ ７ に 内 視 鏡 画 像 等 の デ ー タ を 送 信 す る こ と で 、 メ モ リ カ ー ド １ １ ６
及 び Ｐ Ｃ １ １ ７ に こ れ ら デ ー タ を 保 存 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 上 記 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ １ ７ ７ ７ 号 公 報 の 内 視 鏡 で は 、 図 １ ２ の 構 成 を 引 用 す る と
、 光 学 ア ダ プ タ １ ０ ２ 内 に 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ 及 び Ｃ Ｃ Ｄ １ ０ ６ を 設 け 、 内 視 鏡 の 挿 入 部
の 基 端 に 設 け ら れ た 操 作 部 内 に Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ １ ０ ９ 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 １ １ ５ を 設 け た 構
成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 光 学 ア ダ プ タ １ ０ ２ に 設 け ら れ る 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ は 、 図 １ ２ の 構 成 に は 限 ら ず 、 図
１ ３ な い し 図 １ ６ の よ う な 構 成 と す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ し て 、 識 別 抵 抗 の 抵 抗 値 を 該
構 成 に 応 じ て 異 な る 値 と す る こ と で 、 光 学 ア ダ プ タ １ ０ ２ の 種 別 、 す な わ ち 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部
１ ０ ４ の 種 別 を Ｃ Ｐ Ｕ １ １ ３ が 識 別 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ の 種 別 に つ い て 説 明 す る 。 光 学 ア ダ プ タ １ ０ ２ に 設 け ら れ
る 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ は 、 照 明 に 必 要 な 光 量 を 得 る た め に 、 図 １ ７ に 示 す よ う に ｎ 直 列 ｍ
並 列 さ れ た 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 に よ り マ ト リ ッ ク ス 構 成 さ れ る 。 こ の マ ト リ ッ ク ス 構 成 を 例 え
ば Ｄ （ ｎ Ｓ ， ｍ Ｐ ） と し て 表 す と 、
図 １ ２ の 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ は マ ト リ ッ ク ス 構 成 が Ｄ （ １ Ｓ ， １ Ｐ ） で １ つ の Ｌ Ｅ
Ｄ 照 明 と な り 、
図 １ ３ の 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ は マ ト リ ッ ク ス 構 成 が Ｄ （ １ Ｓ ， ２ Ｐ ） で ２ つ の Ｌ Ｅ
Ｄ 照 明 と な り 、
図 １ ４ の 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ は マ ト リ ッ ク ス 構 成 が Ｄ （ ２ Ｓ ， ２ Ｐ ） で ４ つ の Ｌ Ｅ
Ｄ 照 明 と な り 、
図 １ ５ の 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ は マ ト リ ッ ク ス 構 成 が Ｄ （ ２ Ｓ ， ３ Ｐ ） で ６ つ の Ｌ Ｅ
Ｄ 照 明 と な り 、
図 １ ６ の 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ は マ ト リ ッ ク ス 構 成 が Ｄ （ ３ Ｓ ， ２ Ｐ ） で ６ つ の Ｌ Ｅ
Ｄ 照 明 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ １ ７ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 　 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ に 流 す 駆 動 電 流 は 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 の 直 列 並 列 に よ り 設 定 さ れ 、 電
圧 は 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 の 直 列 数 に よ り 設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 １ つ の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 の 発 光 電
圧 が Ｖ Fな ら ば 、 Ｄ （ ｎ Ｓ ， ｍ Ｐ ） の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ に は 少 な く と も ｎ × Ｖ Fの 電 圧 Ｖ
Hを 印 加 す る 必 要 が 有 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 し か し な が ら 、 図 １ ２ の 構 成 の 従 来 の 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ で は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 １ １ ５ が
装 置 本 体 部 １ ０ ３ に 設 け ら れ て い る た め 、 異 な る 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ を 有 す る 光 学
ア ダ プ タ １ ０ ２ を 内 視 鏡 １ ０ １ を 使 用 し よ う と す る 場 合 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ ４ に 印 加 す る
出 力 電 圧 Ｖ Hを 最 適 化 す る た め に 、 装 置 本 体 部 １ ０ ３ 内 部 の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 １ １ ５ を 調 整
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し な け れ ば な ら な い が 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 １ １ ５ の 出 力 電 圧 Ｖ Hは 製 造 時 に 調 整 す る た め に
、 一 般 ユ ー ザ に 該 調 整 は 開 放 さ れ て お ら ず 、 調 整 す る こ と が ユ ー ザ サ イ ド で 行 う こ と が で
き な い と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 。 特 開 ２ ０ ０ １ － ６ １ ７ ７ ７ 号 公 報 の 内 視 鏡 で は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 １ １ ５ は 固 定 の
電 圧 で 駆 動 さ れ る た め 、 同 様 に 出 力 電 圧 Ｖ Hの 調 整 が で き ず 、 異 な る 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部
１ ０ ４ を 有 す る 光 学 ア ダ プ タ １ ０ ２ を 使 用 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 近 年 の 半 導 体 技 術 の 進 歩 に よ り 、 駆 動 電 流 に 対 す る Ｌ Ｅ Ｄ
の 発 光 光 量 （ 光 束 ） の 効 率 が 改 善 さ れ て お り （ 図 １ ８ に お け る 、 Ｎ ｅ ｗ Ｌ Ｅ Ｄ 対 Ｏ ｌ ｄ Ｌ
Ｅ Ｄ ） 、 駆 動 電 流 も 調 整 す る 必 要 が あ る が 、 出 力 電 圧 Ｖ Hの 調 整 と 同 様 な 問 題 を 有 す る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 異 な る 構 成 の Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 部 を 有 す る 異
な る 光 学 ア ダ プ タ を 着 脱 自 在 に 装 着 で き 、 か つ 最 適 な 駆 動 条 件 で 該 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 部 を 駆 動 す
る こ と の で き る 電 子 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 は 、
　 管 腔 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、
　 Ｌ Ｅ Ｄ 発 光 素 子 か ら な る 照 明 手 段 を 有 す る 前 記 挿 入 部 の 先 端 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ る 光
学 ア ダ プ タ と 、
　 前 記 照 明 手 段 に よ り 照 明 さ れ た 被 検 体 を 撮 像 す る 撮 像 手 段 と 、
　 前 記 照 明 手 段 を 駆 動 す る 照 明 駆 動 手 段 と 、
　 前 記 照 明 駆 動 手 段 の 駆 動 条 件 を 調 整 す る 駆 動 調 整 手 段 と
　 を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 部 を 有 す る 異 な る 光 学 ア ダ プ タ を 着 脱 自 在 に 装 着 で き 、 か
つ 最 適 な 駆 動 条 件 で 該 Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 部 を 駆 動 す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 述 べ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ な い し 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 わ り 、 図 １ は 内 視 鏡 装 置 の 外 観 を 示 す 外 観 図 、
図 ２ は 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 、 図 ３ は 図 ２ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 の 構 成 を 示
す 図 、 図 ４ は 図 ２ の 内 視 鏡 装 置 の 変 形 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 内 視 鏡 装 置 １ は 、 細 長 で 可 撓 性 を 有 し 先 端 側 に
湾 曲 可 能 な 湾 曲 部 を 備 え た 挿 入 部 ６ 及 び 挿 入 部 ６ の 先 端 部 ９ 内 に 撮 像 手 段 と し て の Ｃ Ｃ Ｄ
１ ２ を 設 け た 内 視 鏡 部 ４ と 、 該 内 視 鏡 部 ４ の 先 端 部 ９ に 着 脱 自 在 に 電 気 的 に 接 続 さ れ 設 け
ら れ る 照 明 手 段 と し て の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ を 内 蔵 し た 光 学 ア ダ プ タ ５ と 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １
０ を 駆 動 し 、 ま た Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ か ら の 出 力 信 号 を 信 号 処 理 し て 映 像 信 号 を 生 成 し 、 モ ニ タ 部
１ ３ に 内 視 鏡 画 像 を 表 示 さ せ る 装 置 本 体 部 ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 内 視 鏡 部 ４
及 び 光 学 ア ダ プ タ ５ と か ら 内 視 鏡 ユ ニ ッ ト ２ が 構 成 さ れ る 。 な お 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ は 、 光 学 ア
ダ プ タ ５ 内 に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 挿 入 部 ６ に は 操 作 部 ７ が 設 け ら れ 、 操 作 部 ７ の 湾 曲 操 作 ノ ブ ７ ａ を 操 作 す る こ と
で 、 挿 入 部 ６ の 湾 曲 部 を 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 光 学 ア ダ プ タ ５ は 、 上 記 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ の 他 に 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ か ら の 照 明 光 が 照
射 さ れ た 被 写 体 の 像 を Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ の 撮 像 面 に 結 像 さ せ る 対 物 光 学 系 １ １ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 内 視 鏡 部 ４ の 基 端 部 に は ス コ ー プ コ ネ ク タ ８ が 設 け ら れ て お り 、 着 脱 自 在 に 装 置 本 体 部
３ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 装 置 本 体 部 ３ は 、 カ ー ド ス ロ ッ ト １ ４ を 介 し て 着 脱 自 在 に メ モ リ カ ー ド １ ５ が 接
続 可 能 で あ り 、 ま た ケ ー ブ ル １ ６ を 介 し て 装 置 本 体 部 ３ と パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ
） １ ７ と が 接 続 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 光 学 ア ダ プ タ ５ の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ は ｎ 直 列 ｍ 並 列 の マ ト リ ッ ク ス
構 成 Ｄ （ ｎ Ｓ ， ｍ Ｐ ） か ら な る 複 数 の Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 と 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ の 種 別 を 識 別 す る
た め の 識 別 抵 抗 Ｒ nmを 有 し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 部 ４ の 操 作 部 ７ 内 に は 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ を 駆 動 す る た め の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部
３ １ が 設 け ら れ 、 該 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ は 、 照 明 駆 動 手 段 と し て の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ 及 び
駆 動 調 整 手 段 と し て の ボ リ ュ ー ム 部 （ 以 下 、 Ｖ Ｒ 部 と 略 記 ） ３ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。 Ｌ Ｅ
Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ 及 び Ｖ Ｒ 部 ３ ３ の 詳 細 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 内 視 鏡 部 ４ の Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ は 、 バ ッ フ ァ ２ ４ を 介 し て 装 置 本 体 部 ３ の Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ ２ ３
か ら の Ｃ Ｃ Ｄ 駆 動 信 号 に よ り 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ の 出 力 信 号 は 、 バ ッ フ ァ ２ ５
を 介 し て 装 置 本 体 部 ３ の プ リ ア ン プ ２ ６ に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 部 ３ は 、 プ リ ア ン プ ２ ６ で 増 幅 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ １ ２ の 出 力 信 号 を 信 号 処 理
し モ ニ タ １ ３ に ビ デ オ 信 号 を 出 力 す る 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 装 置 本 体 部 ３ で は 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ の 識 別 抵 抗 Ｒ nmを Ｉ Ｄ 検 知 部 ２ ８ で 検 知 し 、 該 検
知 信 号 に よ り Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ が 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ の 種 別 を 識 別 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ２ ９ に 予 め 格 納 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ
ド ラ イ バ ２ ３ 、 映 像 信 号 処 理 回 路 ２ ７ 等 の 装 置 内 部 の 各 回 路 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 部 ３ は 、 バ ッ テ リ ２ １ に よ り 電 力 が 供 給 さ れ 、 電 源 部 ２ ２ に よ り 装 置 内
に 回 路 電 圧 Ｖ ｄ ｄ の 電 力 が 生 成 さ れ る こ と で 、 装 置 本 体 部 ３ は 可 搬 な 装 置 と し て 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 装 置 本 体 部 ３ で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ が メ モ リ カ ー ド １ ５ 及 び Ｐ Ｃ １ ７ に 内 視 鏡 画 像 等
の デ ー タ を 送 信 す る こ と で 、 メ モ リ カ ー ド １ ５ 及 び Ｐ Ｃ １ ７ に こ れ ら デ ー タ を 保 存 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 装 置 本 体 部 ３ の 回 路 電 圧 Ｖ ｄ ｄ は 、 内 視 鏡 部 ４ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ に も 出 力 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ は 、 回 路 電 圧 Ｖ ｄ ｄ を ス イ ッ チ ン グ し て Ｌ Ｅ Ｄ
駆 動 電 圧 Ｖ Hを 生 成 す る 、 例 え ば 降 圧 型 の ス イ ッ チ ン グ 回 路 ４ １ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ Hを
入 力 電 圧 と し て Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dを 生 成 す る 定 電 流 回 路 ４ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。 Ｖ Ｒ 部
３ ３ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ Hを 調 整 す る 電 圧 調 整 可 変 抵 抗 ３ ３ ｖ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dを
調 整 す る 電 流 調 整 可 変 抵 抗 ３ ３ ｉ と か ら 構 成 さ れ 、 駆 動 電 圧 Ｖ Hは Ｖ H≧ ｎ × Ｖ F（ Ｖ F： 白
色 Ｌ Ｅ Ｄ 素 子 の 発 光 電 圧 ） と な る よ う に 調 整 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ 回 路 ４ １ は 昇 圧 型
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の 回 路 で 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ｔ Ｒ １ は ス イ ッ チ ン グ 用 の ト ラ ン ジ ス タ で 、 Ｆ Ｅ Ｔ ， Ｒ Ｒ １ ， Ｄ Ｚ は 定 電 流 源 で あ り 、
Ｏ Ｐ １ の （ － ） 入 力 に 基 準 電 圧 を 与 え て い る 。 Ｆ Ｄ は 、 ス イ ッ チ ン グ Ｏ Ｆ Ｆ 時 に エ ネ ル ギ
を Ｌ ， Ｃ に 与 え る フ ラ イ ホ イ ー ル ダ イ オ ー ド で あ る 。 Ｌ 、 Ｃ に よ り 平 滑 さ れ た Ｖ Hは Ｒ Ｒ
２ と 電 圧 調 整 可 変 抵 抗 ３ ３ ｖ に よ り 電 圧 分 割 さ れ 、 Ｏ Ｐ １ （ ＋ ） に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 Ｏ Ｐ １ は 、 （ － ） 入 力 の 基 準 電 圧 と （ ＋ ） 入 力 の Ｖ Hの 分 割 電 圧 と を 比 較 し 、 Ｏ Ｐ １ の
出 力 か ら エ ラ ー 電 圧 を Ｔ Ｒ １ の ベ ー ス に 供 給 す る 。 エ ラ ー 電 圧 の 変 動 は 、 Ｖ Hを 一 定 電 圧
に 保 つ よ う に 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｏ Ｐ ２ ， Ｄ Ｓ ， Ｔ Ｒ ２ は 電 圧 ／ 電 流 変 換 回 路 と し て 働 き 、 Ｏ Ｐ ２ （ ＋ ） に 入 力 さ れ る 定
電 位 を 、 Ｒ Ｒ ４ に 流 し 込 む 電 流 値 に 変 換 す る 働 き を す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 光 学 ア ダ プ タ ５ の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ を 駆 動 す る Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回
路 ３ ２ 及 び Ｖ Ｒ 部 ３ ３ か ら な る Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ を 内 視 鏡 部 ４ の 操 作 部 ７ 内 に 設 け 、 Ｌ Ｅ
Ｄ 駆 動 部 ３ １ の Ｖ Ｒ 部 ３ ３ で Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ H及 び Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dを 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １
０ に 対 応 さ せ て 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 し た が っ て 、 内 視 鏡 部 ４ 及 び 光 学 ア ダ プ タ ５ と か ら な る 内 視 鏡 ユ ニ ッ ト ２ を 、 検 査 状 況
に 応 じ て 交 換 し て も 装 置 本 体 部 ３ を 無 調 整 で 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ を 最 適 な 駆 動 条 件 で 発 光
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 装 置 本 体 部 ３ に Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ を 設 け て い な い た め に 、 装 置 本 体 部 ３ の 構 成 を
簡 略 化 で き る だ け で な く 、 異 な る 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ を 有 す る 内 視 鏡 ユ ニ ッ ト ２ を 単
に 接 続 す る こ と で 検 査 が 可 能 と な り 、 内 視 鏡 ユ ニ ッ ト ２ に 対 し て 装 置 本 体 部 ３ を 汎 用 的 に
使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ を 内 視 鏡 部 ４ の 操 作 部 ７ 内 に 設 け る と し た が 、 こ
れ に 限 ら ず 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ を 内 視 鏡 部 ４ の 先 端 部 ９ 内 に 設 け て も
、 同 様 な 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 図 示 は し な い が 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ を ス
コ ー プ コ ネ ク タ ８ 内 に 設 け て よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 実 施 例 ２ は 、 実 施 例 １ と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明 し 、 同 一 の 構 成 に
は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ を 光 学 ア ダ プ タ ５ 内 に 設 け た 構 成
と な っ て い る 。 そ の 他 の 構 成 ・ 作 用 は 実 施 例 １ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 実 施 例 １ の 効 果 に 加 え 、 実 施 例 １ が 内 視 鏡 ユ ニ ッ ト ２ に 対 し
て の 装 置 本 体 部 ３ の 汎 用 性 を 高 め た が 、 本 実 施 例 で は 光 学 ア ダ プ タ ５ 単 体 で 照 明 光 学 系 の
構 成 が 完 結 し て い る た め に 、 内 視 鏡 部 ４ 及 び 装 置 本 体 部 ３ の 汎 用 性 を 高 め る こ と が 可 能 と
な る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 わ り 、 図 ６ は 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
、 図 ７ は 図 ６ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
　 実 施 例 ３ は 、 実 施 例 １ と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明 し 、 同 一 の 構 成 に
は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ が Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ 及 び デ ジ タ ル ポ テ ン シ ョ ン
部 （ 以 下 、 Ｄ Ｖ Ｒ 部 と 略 記 ） ５ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｖ Ｒ 部 ５ ０ は 、 デ ジ タ ル 的 に 抵 抗 値 が 調 整 可 能 な Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧
Ｖ H調 整 用 の デ ジ タ ル ポ テ ン シ ョ ン ５ ０ ｖ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ D調 整 用 の デ ジ タ ル ポ テ ン
シ ョ ン ５ ０ ｉ と 、 ２ つ の 書 き 換 え 可 能 な Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ か ら の シ リ ア ル 信 号 に よ り Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ の 数 値 が 書 き 換
え ら れ 、 Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ の 書 き 込 み デ ー タ に 基 づ き デ ジ タ ル ポ テ ン シ ョ ン ５ ０ ｖ
、 ５ ０ ｉ の 抵 抗 値 が 調 整 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ に お け る Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ H及 び Ｌ Ｅ
Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dを 調 整 す る 。 な お 、 Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ は 、 １ つ の メ モ リ に し て 、 デ ジ
タ ル ポ テ ン シ ョ ン ５ ０ ｖ 用 の デ ー タ と デ ジ タ ル ポ テ ン シ ョ ン ５ ０ ｉ 用 の デ ー タ を １ つ の メ
モ リ に 持 た せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ は Ｉ Ｄ 検 知 部 ２ ８ が 検 知 し た 識 別 抵 抗 Ｒ nmに よ り 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ の
種 別 を 識 別 し て 、 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ H及 び Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dを 最 適 な
値 に 調 整 す る 調 整 信 号 を シ リ ア ル 信 号 と し て Ｄ Ｖ Ｒ 部 ５ ０ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 実 施 例 １ の 効 果 に 加 え 、 調 整 信 号 を シ リ ア ル 信 号 と し て Ｌ Ｅ
Ｄ 駆 動 部 ３ １ の Ｄ Ｖ Ｒ 部 ５ ０ に 出 力 し 、 こ の シ リ ア ル 信 号 に よ り 自 動 的 に 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １
０ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ H及 び Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dを 最 適 な 値 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 わ り 、 図 ８ は 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
、 図 ９ は 図 ８ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 実 施 例 ４ は 、 実 施 例 ３ と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明 し 、 同 一 の 構 成 に
は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 ３ １ が Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ 、 Ｄ Ｖ Ｒ 部 ５ ０ 及 び Ｃ Ｐ Ｕ
６ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ３ と 同 様 に 、 Ｄ Ｖ Ｒ 部 ５ ０ は 、 デ ジ タ ル 的 に 抵 抗 値 が 調 整 可
能 な Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ H調 整 用 の デ ジ タ ル ポ テ ン シ ョ ン ５ ０ ｖ 及 び Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ D調 整
用 の デ ジ タ ル ポ テ ン シ ョ ン ５ ０ ｉ と 、 ２ つ の 書 き 換 え 可 能 な Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ と か
ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ は 、 １ つ の メ モ リ に し て 、 デ ジ タ ル ポ テ ン
シ ョ ン ５ ０ ｖ 用 の デ ー タ と デ ジ タ ル ポ テ ン シ ョ ン ５ ０ ｉ 用 の デ ー タ を １ つ の メ モ リ に 持 た
せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ か ら の シ リ ア ル 信 号 に よ り Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ の 数 値 が 書 き 換
え ら れ 、 Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ の 書 き 込 み デ ー タ に 基 づ き デ ジ タ ル ポ テ ン シ ョ ン ５ ０ ｖ
、 ５ ０ ｉ の 抵 抗 値 が 調 整 さ れ 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 回 路 ３ ２ に お け る Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ H及 び Ｌ Ｅ
Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dを 調 整 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ ６ ０ は 識 別 抵 抗 Ｒ nmに よ り 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ の 種 別 を 識 別 し て 、 白 色 Ｌ Ｅ
Ｄ 部 １ ０ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ H及 び Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dを 最 適 な 値 に 調 整 す る 調 整 信 号 を シ
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リ ア ル 信 号 と し て Ｅ 2 Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ 、 ５ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で も 実 施 例 ３ と 同 様 な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 本 発 明 の 実 施 例 ５ に 係 わ り 、 図 １ ０ は 内 視 鏡 装 置 の 外 観 を 示 す 外 観
図 、 図 １ １ は 図 １ ０ の 微 調 整 つ ま み の 配 置 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 実 施 例 ５ は 、 実 施 例 １ と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明 し 、 同 一 の 構 成 に
は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 部 ４ の 操 作 部 ７ に 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 １ ０ の 発 光 光 量 を 微 調 整 し
照 明 光 の 明 る さ を 微 調 整 す る 明 る さ 微 調 整 つ ま み ７ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 微 調 整 つ ま
み ７ ｂ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 圧 Ｖ Hの 値 を マ ニ ュ ア ル 的 に 微 調 整
す る よ う に 電 圧 調 整 可 変 抵 抗 ３ ３ ｖ に 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 例 １ と
同 じ で あ る 。 ま た 、 微 調 整 つ ま み ７ ｂ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 電 流 Ｉ Dの 値 を 直 接 マ ニ ュ ア ル 的 に
微 調 整 で き る よ う に 、 図 １ １ の 破 線 で 示 す よ う に 、 電 流 調 整 可 変 抵 抗 ３ ３ ｉ に 直 列 接 続 し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 例 で は 、 実 施 例 １ の 効 果 に 加 え 、 照 明 光 の 明 る さ を マ ニ ュ ア ル 的 に 微
調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え な い 範 囲 に
お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 外 観 を 示 す 外 観 図
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ４ 】 図 ２ の 内 視 鏡 装 置 の 変 形 例 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 の 構 成 を 示 す 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｌ Ｅ Ｄ 駆 動 部 の 構 成 を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 外 観 を 示 す 外 観 図
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 微 調 整 つ ま み の 配 置 構 成 を 示 す 図
【 図 １ ２ 】 従 来 の 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 第 １ の 変 形 例 を 示 す 図
【 図 １ ４ 】 図 １ ２ の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 第 ２ の 変 形 例 を 示 す 図
【 図 １ ５ 】 図 １ ２ の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 第 ３ の 変 形 例 を 示 す 図
【 図 １ ６ 】 図 １ ２ の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 第 ４ の 変 形 例 を 示 す 図
【 図 １ ７ 】 図 １ ２ の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部 の 変 形 例 を 一 般 形 式 で 示 し た 図
【 図 １ ８ 】 Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 特 性 の 変 遷 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
１ … 内 視 鏡 装 置
２ … 内 視 鏡 ユ ニ ッ ト
３ … 装 置 本 体 部
４ … 内 視 鏡 部
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５ … 光 学 ア ダ プ タ
６ … 挿 入 部
７ … 操 作 部
８ … ス コ ー プ コ ネ ク タ
９ … 先 端 部
１ ０ … 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ 部
１ １ … 対 物 光 学 系
１ ２ … Ｃ Ｃ Ｄ
２ １ … バ ッ テ リ
２ ２ … 電 源 部
２ ３ … Ｃ Ｃ Ｄ ド ラ イ バ
２ ７ … 映 像 信 号 処 理 回 路
２ ８ … Ｉ Ｄ 検 知 部
２ ９ … Ｒ Ｏ Ｍ
３ ０ … Ｃ Ｐ Ｕ
４ １ … ス イ ッ チ ン グ 回 路
４ ２ … 定 電 流 回 路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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要解决的问题：可拆卸地安装具有LED照明部分的不同光学适配器，并
且还在最佳驱动条件下驱动LED照明部分。解决方案：光学适配器5的白
色LED部分10具有由n串联m并联矩阵构造D（nS和mP）组成的多个
LED元件，以及用于识别白色LED部分10的种类的识别电阻器Rnm。内
窥镜部分4的操作部分7设置有用于驱动白色LED部分10的LED驱动部分
31.LED驱动部分31由LED驱动电路32和VR部分33构成。
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